
第 55回長野市少年野球大会要項（小学生の部） 
 

１ 主 催   長野市少年野球連盟 

 

２ 共 催   長野市 

 

３ 後 援   長野市教育委員会 （公財）長野市スポーツ協会 

直富商事株式会社 信越硬式野球クラブ ＩＮＣ長野ケーブルテレビ 

 

４ 日 時   令和４年７月 30日（土） 

        開会式（長野県営野球場）午前８時 30分開始（雨天中止） 

令和４年７月30日（土）～８月７日（日） 

        予備日８日（月）～12日（金） 

        ※ 試合開始時間は、監督会議にて連絡する。 

 

５ 会 場   長野県営野球場 

 

６ 競技規則  2022年公認野球規則 

        全日本軟式野球連盟取り決め事項および本大会競技規則による。 

 

７ 競技方法 

 （１）トーナメント方式による。 

 （２）試合は、５回戦または１時間10分とし、時間内の延長は最大２イニングとする。 

    ただし、３回終了時に 10点差または４回終了時７点差の場合はコールドゲームとする。 

 （３）第３回戦並びに準々決勝及び準決勝は、７回戦または１時間 15分とする。 

    決勝は、７回戦または１時間 30分とする。 

    ただし、５回以降７点差の場合はコールドゲームとする。 

 （４）前項（２）・（３）により試合が終了し、同点の場合は９名の抽選により決定する。 

 （５）降雨等で試合続行が不可能な場合は、３回を終了していれば試合成立とする。 

    ３回が終了していないときは指定日に再試合とする。ただし、７回戦の場合には５回を終了して

いれば試合成立とし、５回が終了していないときは指定日に再試合とする。 

 

８ 参加資格 

 （１）申込期限時点（６月 10 日）で長野市に在住もしくは在学している小学１年生から６年生で行政区・

通学区を重視して編成されたチームであること。または長野市少年野球連盟が特に認めた者およびチ

ーム。ただし、硬式野球チーム登録者は、本大会に登録できない。 

 （２）１チームの登録人数は、選手 20名以内とし、別に監督１名、塁審２名を登録する。 

    補助員１名は大会当日に登録する。補助員はグラウンド整備、スコアボード記入、試合球管理、

ボールボーイの指導を行う。監督・塁審・補助員は、すべて成人とする。 

    （成人のベンチ入りは、登録された監督のほか、チーム代表者２名の計３名までとする） 

    登録選手の変更・追加期間後に追加した選手をベンチに入れる場合は、相手監督の了承を得るこ

と。 

ただし、選手としての参加は一切認めない。発覚した場合は失格とする。 

 （３）スポーツ傷害保険等に加入すること。 

 

９ 参加料 

    1チーム  10,000円（内2,000円は連盟会費とする） 

 



 

 

10 参加申込 

 （１）申込方法 

    参加申込書【様式１】を下記申込期限までに E-mailで長野市少年野球大会事務局へ提出し、併

せて参加申込書（押印した用紙）【様式２】および必要書類を６月26日（日）の監督会議の際に

提出する。 

    ※事務局から返信される「受信完了メール」の確認をもって申し込み完了とする 

E-mail：nagano-baseball＠outlook.com 

    参加料については、監督会議の際に現金にて支払う。 

 （２）申込期限【様式１：E-mail】 

    令和４年６月10日（金） 厳守 

    ※ 期日を過ぎたものおよび電話での申し込みは受け付けない。 

 

11 組み合わせ 

    令和４年６月26日（日）の監督会議終了後、組み合わせ抽選会を行う。 

    ※ 時間・場所については、参加申し込みをしたチームに改めて連絡する。 

 

12 その他注意事項 

 （１）選手の登録は、１チームのみとする。 

    複数チームへの登録があった場合は、両チームとも出場停止とする。 

 （２）ベンチは組み合わせの若い番号が１塁側とする。 

 （３）グラウンドの開場時間は、第１試合開始１時間前とする。 

 （４）試合当日は会場に到着次第、本部へ連絡すること。 

    その際「審判・補助員登録票」を本部へ提出すること。 

    コールドゲームなどにより日程が変更される恐れがあるので余裕を持って集合すること。 

 （５）第１試合は、開始 30分前、第２試合以降は前の試合のプレイボールの直後にグラウンド本部に

て大会役員立会いのもと、メンバー表４枚を交換し攻守を決定する。 

 （６）監督の複数チーム兼務を禁止する。 

    ただし、急用などにより代理で監督を立てなければならない場合は例外とする。 

    監督は抗議または選手に指示する場合のみ、グラウンドに出ることができるが、ファールライン

までとする。 

 （７）服装は特にこだわらないが、必ず帽子を着用し、背番号をつけること。 

    大会のため、特別にユニフォームを作成しないこと。 

    なお、小学生の部については金具付スパイク、素足を禁止する。 

 （８）ヘルメット・レガーズ・プロテクター・マスク・バットは全日本軟式野球連盟公認のものを使用    

し、打者・走者・次打者・ベースコーチ（２名）はヘルメットを、キャッチャーはレガーズ・プ

ロテクター・ヘルメット・マスク・ファールカップを着用すること。 

  （９）ブルペンは前の試合開始40分後から使用できるが、使用前には必ず本部に確認をすること。 

 （10）雷が発生した場合は、主審及び事務局の判断により試合の継続可否を決定する。 

 （11）優勝、準優勝、３位（２チーム）の各チームをそれぞれ表彰する。 

 （12）投本間 16ｍ、塁間 23ｍとする。 

    使用球は全日本軟式野球連盟公認マルエスボール J号とする。 

 （13）競技中のけが・事故等については主催者で応急処置を行う。 

    それ以外の責任は一切負わない。 

 （14）各チームは、自チームの出場する試合の前後の試合の塁審・補助員・ボールボーイを行う。 

    集合したら本部に連絡すること。欠席の場合はペナルティーを科すものとする。 

    なお、ファールボールはボールが飛んだ塁側のチームが取りにいくこと。 

     



 

 

詳細については下表を参照すること。 

試 合 塁審・ボールボーイ・補助員 集合時間 

第１試合 第２試合の両チーム 第１試合開始30分前まで 

第２試合 第１試合の両チーム 第１試合終了時 

第３試合 第４試合の両チーム 第３試合開始10分前まで 

第４試合 第３試合の両チーム 第３試合終了時 

第５試合 第６試合の両チーム 第５試合開始10分前まで 

第６試合 第５試合の両チーム 第５試合終了時 

 

 

（15）塁審は、サングラス・半ズボン・サンダルを禁止とする。必ず野球帽・トレーナーなどを着用し

審判にふさわしい服装をすること。 

    なお、チームシャツを着用しての塁審は認めるが、ユニフォームを着用しての塁審は認めない。 

 （16）臨海学校などの学校行事実施期間に選手を参加させた場合は、チームを失格とする。 

    申し出があった場合、救済措置として一回戦のみ抽選を考慮する。 

 （17）試合中の罵声、やじは慎むこと。青少年の健全育成という大会の趣旨を理解し、それにふさわし

い応援をすること。程度によっては退場を指示する。 

 （18）試合前の練習は道路上、公園内、駐車場内で行わないこと。グラウンド内で練習する場合も試合

進行の妨げになるような練習をしないこと。 

 （19）雨天の場合の試合可否は、午前７時頃に決定し、中止の場合は事務局から該当の各チーム責任者

へ連絡する。（順延による日程変更も含む） 

 （20）試合結果などについて施設管理者に問い合わせることの無いようにすること。 

（21）その他詳細については長野市少年野球連盟事務局へ問い合わせること。 

    事務局電話番号 080-1210-5280（事務局長  兼沢） 

090-2229-5258（副事務局長 神津） 

 

13 新型コロナウイルス感染症対策 

（１）グラウンドに来る全ての者は、全員自宅で検温する。発熱（一般的に 37.5℃以上）や咳など体

調不良の選手及びチーム関係者は、グラウンドへの立ち入りを禁止する。同居者に同様な症状が

ある者も、同様に立ち入りを禁止する。 

（２）グラウンド入場時や試合時の手洗い及び定期的なうがいを励行する。またチームは、手洗い用の

ハンドソープ。できれば消毒用アルコールを常備する。 

（３）ベンチやベンチ前などに選手を集合させ、大声を出す行為を行わないまた、話す相手との距離を

２ｍほどに保つよう心掛け、飛沫感染予防に努める。 

 （４）接触感染予防のため、バットやヘルメット等を大人数で使う場合は、都度消毒する。 

 （５）グラウンド以外では原則、全員マスクを着用する。試合会場への移動中もマスクを着用する。試

合会場への移動中もマスクを着用する。ベンチ内でも出場中の選手以外はマスクをすることが望

ましい。 

 （６）応援者についてはマスクを着用の上、観客席が密とならないように、一定の距離を保って着席す

ること。 

 （７）次試合チームは、前試合チームがベンチから退き、ベンチ内の消毒作業が済んでからベンチ入り

すること。 


